
多人数 参加者 に よる会話の管理

:フ ロア ・ス ライ デ ィ ング に お け る トピ ックの 交渉 と参加 者 枠 組 み

永山友子

1,本 研 究 の 目的

本研 究は、親戚が集 まったお盆の夜の多人数会話を分析 して、多人数の参加者に よ り、

会話が どの よ うに管理 され 、進行 して いくのか を、「フロア ・スライ ディング」とい う概念

を使って分析す る。分析に際 して は、会話の流れ を、何 らかの分析 単位へ と区切 って分析

す ることはできない とい う立場に立つn会 話の分析 を単位の分析 に して しま うと、 もとも

と会話が もってい る流 動性や偶発性 を見逃 して しま うか らである。

よって、本研 究は、「フロア」(cf,Hayashi,1996;Iwasaki,1997)と い う概念 を導入す る.「フ

ロア」は、 トピックと会話参加者 の参加者枠組みが会 話者 間で交渉 されて構築 され る会話

の場である。そ して、 「フロア」は、一つ の 「フロア」から次の 「フ ロア」へ と、徐々にス

ライ ドしてい く。

以 下、「フロア」がス ライ ドす る とい う 「フ ロア ・ス ライデ ィング」が起 きるきっか けと

して、「離 れたテ キス ト」(二 会話 の現場か らは、時間的に離れた ところで創 られたテキス

ト)(Becker,1995)や 会話の場 面にあったモノが、コンテキス トとして大 きな役 割を果た し、

参加者枠組 みの変化(自 分が、現場の フロアにお ける話 し手であ り続 けることを表示す る

行 動 としての 「フ ロア視線」(皆 川 、1993)(二 誰 にも視線 を向 けないことで、誰にもター

ンを与えない よ うにす る))が 、「フロア」 をスライ ドさせ るも う一つ の大 きな要素であ っ

たこ とを、例を引きながら検証す る。

2.本 研究 で用い る用語

2.1,テ キ ス ト

本 研 究 は 、 「テ キ ス ト」 を 、 言 語 使 用 の 結 果 と して の プ ロ ダ ク トと 定 義 す る。 従 っ て 、 テ

キ ス トは 指 示 的 な 意 味 を 持 た な い 間 投 詞 一 語 で あ る 場 合 も あ る し、 電 話 で の 長 話 で あ る 場
`'合 も あ る(

cf橋 内 、1999)。

2.2.コ ン テ キ ス ト

「コ ン テ キ ス ト」 と は 何 を 指 す の か と い う問 題 に 突 き 当 た る と き 、研 究 者 の 考 え は 、 「コ

ン テ キ ス ト」 が 進 行 中 の 会 話 の プ ロ セ ス の 中 に あ る の か(endogenollscontext)、 そ れ と も 外

に あ る の か(exogenouscontext)と い う2っ の 主 張 に 大 き く 分 か れ る 。

Gumperz(]98Z)に 代 表 さ れ る イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 社 会 言 語 学(interactional

sociolinguistics)と い う談 話 分 析 の 方 法 論 で は 、 会 話 者 が も っ て い る と され る 社 会 文 化 的 な
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知識 が、現実 に進行 中の会話 における発話 の解釈 に役 立つ としてい る。 「会話者間で発話が

連鎖 され るたび に、織 りな され てい くコンテ キス ト(endogenouscontext)」 だけではな く、

「社会 一般 の営みの過程で生み出 され ているコンテキス ト(exogenouscontext)」 の重要性 に

も着 目している.言 い換え ると、 この方法論は、進行 中の会話のプ ロセ スの中にあるコン

テキ ス トも、外 にあるコンテキス トも、両方 ともに 「コンテ キス ト」 として捉 えていこ う

とい う姿勢 を とってい る0

本研 究は、このよ うなイ ンターアク ションの社会言語学の考 え方 に基づ き、 「コンテキス

ト」は、「会話者間で発話が連鎖 され るたび に、織 りな され てい くコンテキ ス ト」 と 「社会

一般の営みの過程 で生み出 されてい るコンテ キス ト」の両方 を含む とい う立場 を取 る
0

2.3.「 離 れ た テ キ ス ト」(Beeker,1995)

文 化 人 類 学 の 研 究 で あ るBecker(1995)は 、 コ ン テ キ ス トに は 、 以 下 に 挙 げ る5つ の 種 類

が あ る と述 べ て い る 。

1.対 人 間 の 間 係interpersonalrelations)

2.指 示 的 な 関 係(referentialrelations}

3.テ キ ス ヒ間 の 関 係(intertextualrelations)

4.テ キ ス ト内 で の 関 係(intratextualrelations)

5.異 な る メ デ ィ ア に ま た が る 関 係(intermedialrelations)

言 語 は1再 帰 的(reflexive)で あ る とす る 議 論 が あ る(Lucy,1993)。 言 語(テ キ ス ト)は 、

、 そ の 言 語(テ キ ス ト)が 指 し示 す 意 味 の 解 釈 に 役 立 つ よ うな コ ン テ キ ス トを 自 ら呼 び 起 こ

す(context-invokingtex◎ と い う考 え で あ る。 中 で も 、Becker(1995)が 、 特 に 注 目 して い る の

は 、"distanttext"{「 離 れ た テ キ ス ト」、筆 者 訳)と 彼 が 呼 ん で い る テ キ ス トで あ る0「 離 れ

た テ キ ス ト」 と は 、 会 話 の 現 場 か ら は 、 時 間 的 に 離 れ た と こ ろ で 創 られ た テ キ ス トを 指 し

て い る 。 こ の 「離 れ た テ キ ス ト」 と 現 在 進 行 中 の テ キ ス トと の 間 の つ な が り、す な わ ち 、3

番 目 に 挙 げ られ て い る テ キ ス ト問 の 関 係(intertextualrelations)が 、一 種 の コ ン テ キ ス トに な

り う る の で あ る(Becker,1995)。 例 え ば 、 現 在 進 行 中 の 話 と の 関 連 で 、 話 し 手 が ち ょ っ と前

に 他 の 誰 か と した 話 を 想 い 出 し 、 そ の 話 を 相 手 に 対 し て 始 め る と い う場 合1現 在 進 行 中 の

話 と 「ち ょ っ と 前 の 話 」 と の 間 の テ キ ス ト間 の 関 係 が 、 新 し く創 ら れ て い くテ キ ス トの コ

ン テ キ ス トに な る.こ の よ うな と き の 「ち ょ っ と 前 の 話 」 が 、 「離 れ た テ キ ス ト」 で あ る 。

先 に 挙 げ たGumperz(1982)に も 、"じontextualizationCUe"{「 コ ン テ キ ス ト化 の キ ュ ー 」、

筆者訳)と い うカテ ゴ リーが見 られ るn「離れ たテ キス ト」と同 じように、コンテ キス ト化

のキュー も、再 帰的 である。 コンテ キス ト化のキュー は、会話者が行お うとしているイ ン

ター アクシ ョンにつ いて、 どの よ うな解釈が適 切であるのかを他 の会話者 に示 しているキ

ュー である。 キュー を受け取った側 は、会話の進み具合や、会話の背景 にあるコンテキス

トな どを参考 にして、発話 を話 し手の意図通 りに解釈す るように期待 され る。

2.4.「 フ ロ ア 」

Edelsky(1981)、 及.ぴErlckson(1982)、Shultz,eta],(1982)に よ り 、 「フ ロ ア 」 は 、 「タ ー ン 」
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(二 話 順)と 区 別 さ れ 、 タ ー ン よ り も大 き な 概 念 と して 、 会 話 者 に よ る 会 話 の 進 み 具 合 の

認 識 と関 連 付 け られ て 言 及 さ れ る よ う に な っ た 。Hayashi(1996)、 及 びIwasaki(1997)は 、 認

知 の ネ ッ トワ ー ク(cognitivenetwoTk)と し て 「フ ロ ア 」を 捉 え て 論 じ て い る 。Hayashi(1996:

32)は 、 「フ ロ ア 」 と は 、 「会 話 参 加 者 を 社 会 的 に 、心 理 的 に つ な い で い くダ イ ナ ミ ッ ク で 認

知 的 な も の(dynamlccognitiveentity)」(筆 者 訳)と 述 べ て い る。Iwasaki(1997)は 、 「フ ロ ア 」

を 、 ユ ニ ッ ト ・フ ロアunit-flooor}と コ ンセ プ チ ュ ア ル ・フ ロ ア(conceptual-floor)の2種 類 に

分 け た 。 前 者 は 、 実 際 の 会 話 に お い て 観 察 され た 話 の ま と ま り を指 す.後 者 は 、 話 の ま と

ま り を 手 が か り と して 把 握 さ れ る 、 会 話 者 間 の 認 知 の ネ ッ トワ ー ク で あ る。

本 研 究 は 、Iwasaki(1997)に 従 い 、 「ユ ニ ッ ト ・フ ロ ア 」{以 下rフ ロ ア 」)を 分 析 の 対 象

と す る 。 け れ ど も 、 従 来 の 考 え 方 と 異 な り 、 会 話 の 流 れ を 何 ら か の 単 位 へ と 区 切 る こ と は

出 来 な い と い う立 場 に 立 つ 。 「フ ロ ア 」 は 、一 つ の フ ロ ア か ら 次 の フ ロ ア へ と 、徐 々 に ス ラ

イ ド して い く も の と想 定 す る 。

フロア 参加音聞の相互交渉

フロア
参加音聞の
相互交渉

会話の進行
→

フロア

参加者間の
相互交渉

フロア

トピ ック

参加者
枠組み

図1フ ロ ア ・ス ラ イ デ ィ ン グ{noar-sliding)の モ デ ル

「フロア」は、 トピック と会話参加者 の参加者枠組 み とい う2つ の要因からな る。 トピ

ックが変わ らな くても、参加者枠組みが変化すれば1「 フロア」はス ライ ドす る。逆 に、参

加者枠組みが変わ らな くて も、 トピックがシフ トすれ ぱ、 「フロア」はス ライ ドす る。
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3,会 話 資料

分析す るデー タは、お盆の最終 日に行われ る送 り火の ときの親族の集 ま りとい う場 にお

ける会話であ る。 この集 ま りは、L11田家1で は毎年毎年行われて いる。筆者 による録画 ・録

音は、1999年8月15日 の午後8時 半か ら10時 頃 までに行われ た。横 浜市上和泉の旧家で

ある山田家 で、夏のお 盆の送 り火 をするため に、祖 父母 か ら孫 までの3世 代が集 まって、

送 り火の時間になるまで歓談 してい る。参加者 は、お祖 母 さん、長男(慎 太郎)と 礼子 の

夫婦、次男(裕 次郎)と 遙の夫婦 、慎太郎 と礼子の長男 である勇介、裕次郎 と遙の子 ども

である大策(長 男)と 光太郎(次 男)の 兄弟 と筆者の9名 であった。但 し、光太郎 は、見

たいテ レビ番組 があるからとい って、話の途 中で他 の部屋へ行った り来た りしていた。大

策 も、途 中で友だちか らの電話に出た後に、 自分の部屋 に戻 った。 なお、会話資料の文字

化 については、概 ねザ トラ ウスキー(1993)に 従 った。発話の左 寄 りに記 した発 話番号は、

時系列に沿っている。発話が重な っている ところには ダブルス ラッシュ(//)を 、前の

発話の後に間髪を入れずに次の発話 を続 けてい る場合 には、イ コール記号(e)を 付 した。

また、フ ロアをスライ ドさせ るきっかけとな った発話 には、二重線 を引いたa参 加者が、

現在進行中のフロアか ら離れて、新 しいフロアを創 ろ うと している発話には、波線の下線

を引いた。

b 卓 一 ーー一」

ふ
す
ま

遙 礼子 お祖母 さん 勇介 裕次郎

梨

プチ ・ケー キ

麦 茶 の 入 っ た

ボ トル

筆者 慎太郎

ハ 畳 間

大策 光太郎

仏壇

すいか

障
子

障
子

廊
下

縁
側
∵

図2集 ま りの時 に、参加 者が座 っていた位置

以下の図3に 山田家 の家族構成 を示 した。今 回分析対象 とした会話に参加 していなか っ

た人物3名{お 祖父 さん、故人であ りお祖父 さんの兄に当たるお祖母 さんの前夫、慎太郎
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と礼子の次男であ る拓也)に は、網掛けを施 してあ る。

慎太郎は山田家 の長 男であるが、お祖母 さん と亡 くなった人 との間にで きた子 どもであ

る とい うことで、(お 祖母 さん によれば)「 分家」 して近所 の家に住 んでい る。山田家 の跡

取 りは、次 男である裕次郎 とい うことで、裕次郎一家がお祖父 さん ・お祖母 さんと二 世帯

同居 してい る。

一
故人 お祖母 さん お祖父さん

]一 一「
礼子 慎太郎 裕次郎 遙

勇介 拓也 大策 光太郎

図3山 田家の家族構成(今 回 の会話に参加 していなかった人物 には、網掛 けを した)

4.分 析

4」,フ ロ ア ・ス ラ イ デ ィ ン グ(floor-sliding)

4.1.1.離 れたテ キス ト(distanttext)

Be。ker(1995)は 、"distanttext"と い う用語を用いて、会話 の現場か ら時間的 に離れた とこ

ろで産出 されたテキス トに言及 している。この よ うな 「離れたテキス ト」(筆 者訳)は 、現

場で進行 中の会話の コンテキス トと して機能す ることがある。

【例1】 では、離れ たテ キス トとして1会 話資料を収集 した前 日に起きた水難事故があ

ったa神 奈川県の山岳地帯にある道志川(ど うしがわ)と 玄倉川(く ろくらがわ)の 浅瀬

でキャンプ を していた人達が、大雨に伴 う増水 による水難事故に遭 って死傷者 が出ていた。

慎太郎が、沈 黙の後に トピックをシフ トさせ て、その水難事故 の話 を始めている(1729慎

太郎)。
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【例 日

1721礼 子:な 、 な か た に と か 、 な か や な ん と か っ て い う ソ ニ ー の 、 取 締 役 っ

か な ん か で 、 民 間 で 一 、 国 立 の 教 授 を や っ て ち や い け な い とか っ て

新 聞 で や っ て た 、 辞 め た 人 い た じゃ ん.

1722慎 太 郎:ふ ふ う?

1723礼 子:こ な い だ 新 聞 載 っ て た よ あ れ 筑 波 じ ゃ な か っ た っ け 。

1724(沈 黙)

1725礼 子1ど 、 う ち ょ っ と 、

1726お 祖 母 さ ん:貸 し て 。(慎 太 郎 か ら ス トロ ー 付 き の 水 筒 を 受 け 取 る)

1727お 祖 母 さ ん1は い?(勇 介 に 水 筒 を 渡 しな が ら))

172B(沈 黙)

1729慎 太 郎1大 変 な こ と に な っ ち ゃ っ た 水 で な 、(下 を 向 い て 氷 が 溶 け た 水

1130礼 子

1731お 祖 母 さ ん

1732慎 太 郎

1733お 祖 母 さ ん

1734慎 太 郎

1735お 祖 母 さ ん

1736慎 太 郎

1737裕 次 郎

1738慎 太 郎

1739礼 子

を 目 の コ ッ に 入 ヱが

つ一 ん 。

あ 一 、

道 志 川 、 な 一 。

ん で 、 可回 、

ん 一 口

注 意 され た ら しい の に ね 。

そ う な ん で し ょ 。 ん 一 、 結 局 言 う く ら い しか な か っ た ん だ ろ う?

無 視 し ち ゃ っ た ん で す よ 。

ん 一 白

無 視 し ち ゃ っ た か ら い け な か っ た ん で し ょ?(裕 次 郎 の い る 方 向
へ 上 半 身 を 傾 け な が ら〕

1740お 祖 母 さ ん:そ ん な 感 じね 。

1741慎 太 郎:そ うだ よ な 一 。

1742(沈 黙)

1743慎 太 郎:ま 困 っ ち ま うわ な 。 慎 太 郎 が 自分 の 目 の 下 の 畳 を 見 つ め な が ら

1744裕 次郎:れ で 貝 壬 れ よいで しょ誰 に 。 官理責 壬 かそ っい りのは

もう一回や ってるんだ から注意 してるんだか ら。

【例llで は、沈黙(1728)の 後に慎太郎が、「大変 なことになっちゃった1水 でな」(1729

慎太郎)と 言い出 して1水 難事故 の話へ と トピック をシフ トさせ1続 く礼子(1730)、 お祖

母 さん(1731)も トピックのシフ トを受け入れた ことで、フロアがスライ ドしている。更 に、

慎太郎は、「道志川 、な一。」(1732慎 太郎〕と言い、水難事 故の具体的な例 を挙げてい る。

1729慎 太郎では、槙太郎が 自分 の 目の下の畳を見続 けてお り、自分がここの フロアにお け

る話 し手であ り続 けることを表示す る行動 としての 「フロア視線」(皆 川、1993)が 観察 さ

れた。「フロア視線」は、「誰 か一人 を見つ める とい うので はなく、中空 を凝視 してい るよ

う」な視線であ り、「全員に向けて話 しかけてい るとい うこ とを示す 工夫 として、どの特定

の一人に も視線 を集 中させ ないよ うにする。」(皆 川、1993)【 例1】 の慎太郎(1729慎 太郎)

も、誰に も視線 を向 けない ことで 、次の ター ンを取 る話者 を指定す ることな く1自 分の話

を続 けることになっていたnそ の後、 また話が途切れ て沈黙(1742)が 起きるので あるが、

沈黙 を破 って話 を始めているのは、再 び慎太郎で あった(1743慎 太郎 「ま困 っちま うわ

な。」)tlこ こでも1慎 太郎のフ ロア視線が観察 された。

同 じく、【例2】 では、離れた テキス トとして、会話資料を収集 した1ヶ 月 ぐらい前 に、

お祖母 さんの妹 に当た る中村 のお ばさんが心不全で急逝 した ことが、コンテキス トと して

機能 していた。食べ物 として遙が台所か ら持 ってきた梨 を、みんなで食べてい る場面の フ
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ロ ア で あ る 。

【例2】

1141お 祖 母 さ ん

1142慎 太 郎

1143お 祖 母 さ ん

1144礼 子

1145慎 太 郎

1146礼 子

じ や 一 つ 、

う ま い 、

ん 。

こ れ お い し か っ た よ 、 今 年 の ね え 。

あ 、 うま い.

う一 ん 、

1147遥:私 ね あ そ こ に 、な し一 の 知 り合 い が い る ん だ よ ね 。松 田 高 校 の 前 に 。

1148礼 子:館 山 さ ん と か 。

1149遥:う ん 、 良 夫 さ ん 。 うん 、 も うす ご く懇 意 に して る の 。 行 く と ね た だ

に して くれ た り とか ね 負 け て くれ た り とか 。

1150礼 子

1151お 祖 母 さ ん

1152遥

1153お 祖 母 さん

1154お 祖 母 さ ん

1155i真 大 口II

1156お 祖 母 さん

1157慎 太 郎

1158お 祖 母 さん

1159慎 太 郎

1160お 祖 母 さ ん

1161慎 太 郎

1162遥

1163お 祖 母 さ ん

11fi4慎 太 郎

11fi5お 祖 母 さ ん

1166慎 太 郎

//ふ 一んo
あ、そ うそそれ で、慎太郎 にききてお きたか った、

べ 工い ん で ・か 、 梨 っ 。

22同 に ね 、
・の お ば さ ん の ね?

つ一 ん 。

埋 葬 す る っ て 言 うの 。

こ よい だ 言 っ て に ね 。

うん 。

うん 。

そ れ で 、 遥 さ ん が ね 連 れ て っ て あ げ る 、 っ て 言 わ れ た ん だ け ど ね1

うん 、

車 が な い 。

∫∫車 が ね 、 裕 次 郎 が 、 出 勤 で 使 わ な き ゃ な ら な い ん だ っ て 。

うん 。

だ か ら 、 あ ん た に 中 村 ま で 、
=22に ち?う

、 何 曜 日?

【例2】 では1み んなで梨 を食 べているとい う現 場の状況が コンテ キス ト化 のキ ュー と

な り、最近起 きた親戚 の不幸へ とフ ロアが スライ ドしている。お祖母 さん の発話(1151お

祖母 さん 「あ、そ うそそれで、慎太郎 にききておきたかった、」)と い う発話が表示 してい

るよ うに、みんなで梨 を食べている途 中で、お祖母 さんが慎太郎 に聞いてお きたかったこ

とを思い出 した。 更に、お祖母 さんは、「埋葬す るって言 うの。」(1156お 祖母 さん)と い

うメタ言語的発話 も行 って、離れ たテキス トに言及 している。離れたテキス トを思い出 し

て慎太郎 に話 しかけるこ とで、慎太郎 にも離れたテキ・ス トを思い出 させている(1157慎 太

郎 「ああこないだ言 ってたね。」)。

..,,,こ こ の 場 面 の フ ロ ア で は 、1ヶ 月 前 に 亡 く な っ た 中 村 の お ば さ ん の 埋 葬 を す る とい う こ

と、その際にお供物 として梨を持 ってい きたいか ら慎太郎に車で送 ってほ しい とい うこと

を、みんなで梨 を食べ ている とい う現場の状況 において、お祖母 さんが思 い出 した。「あ、」

(1]S]お 祖母 さん)は 、気づきを示すマー カーである。現場的な コンテ キス トが1時 間的

に離れ たテキス トを呼び起 こすOそ して、呼び起 こされた離れたテ キス トが、今度 は現場

的 な コンテキス トとなって、現在進行 中のテキス トを生み出 してい る。

【例3】 は、一人 でゲームに夢 中にな っている光太郎に対 して、お祖母 さんが話 しかけ

た ところ(656お 祖母 さん)か ら始 まっている。
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【例31

656お 祖 母 さ ん:ま 一 だ け ど 飽 きず に そ れ に 、 か じ りつ い て 、(光 太 郎 に 向 か っ て)

657慎 太 郎1=お も しれ い の か そ れ 、 最 新 の ゲ ー ム 、

658お 祖 母 さ ん:な ん て 言 うか 知 ら な い け ど名 前 な ん て 言 うの?

659光 太 郎:ポ ケ ッ トス テ ー シ ョ ン1

660お 祖 母 さ ん:ポ ケ ッ トス テ ー シ ョ ン?

661光 太 郎1俗 に ボ ケ ス テ 、

(略)

672礼 子1中 、 あ も う、 も う明 日学 校 行 く の?登 校 日?

673光 太 郎:え?

674礼 子:明 日登 校 日?

675光 太 郎:違 うで し ょ。

676礼 子:関 係 な い?

677慎 太 郎:な 登 校 日 な ん て ね え の か 。

678礼 子:な い で し ょ。

679慎 太 郎:昔 は 十 日 に 一 遍 ぐ ら い な あ 、

680礼 子:あ っ た 、

681お 祖 母 さ ん:あ っ た わ ね え 、 小 学 校 だ っ た ら 、

682慎 太 郎1=そ うだ よ。

683お 祖 母 さ ん:中 学 は?あ っ た?

684慎 太 郎:中 学 は ね え か 、 中 学 は 、 一 日 あ っ た か 一 遍 ぐ ら い 、

685勇 介:そ う早 く終 わ らな か っ た 。

686光 太 郎:登 校 日 っ て 、 学 校 行 っ て 何 す ん の?

687慎 太 郎:ん な 一 、 先 生 が さ 、

68B勇 介:顔 見 せ 、

689慎 太 郎:み ん な 元 気 で や っ て る か ど うか ほ ら 、

690礼 子:宿 題 も う終 わ りで す か(っ て)、

691お 祖 母 さ ん:あ 、 あ れ 一 、 な お ち ゃ ん か な ん か 、

692慎 太 郎:近 π をニーーーーーーーー ーーーーーー一

693お 祖 母 さ ん:お ん ぶ して 帰 っ て き た と き 、 夏 休 み 中 じ ゃ な か っ た の?(裕 次 郎 に

一
694裕 次郎:そ っそ っそう、
695慎 太郎:'ノ 知 り'こいだろ、子ども達が1病 気になったりさ、
696お 祖母さん://だ から、登校日ってあったんだよねえ?き っ

と。
697光 太郎 号 し、

698慎 太郎:な んかす ると心配だか ら、みん な元気 なぞ 、それ を見せ るために、
699光 太郎:う ん、

中学校に、夏休み 中の登校 日があるかないか とい う話 を してい る過程で 、お祖母 さんが

「離れたテキス ト」を想い出 し、裕次郎に向か って話 しか けている(691お 祖母 さん)。 裕

次郎がまだ子 どもの頃の話 であるが 、裕次郎 のいとこに当たる 「なおちゃん」が山田家 に

遊びに来ていた とき、途中で 「なお ちゃん」 の脚が痛 くなって光太郎がrな おちゃん」 を

おんぶ して帰 ってきたことがあったnこ この場 面のフ ロアでは、夏休みの登校 日の話が コ

ンテキス トとな り、離れたテキス トが呼び起 こされて、お祖 母さんが昔の 「なお ちゃん」

の話 を始めている。 「あ、」(691お 祖母 さん)も 、気づ きを示すマー カーであ る。お祖母 さ

んの気づ きは1更 に裕次郎に向かって話 しかけ(693お 祖母 さん)、 裕 次郎の反応(694裕

次郎)を 得 ることで トピック とな り、ここの箇所では、お祖母 さん と裕次郎 との間でプ ロ

,ア が構築 され ている。けれ ども、【例2】 と違 って、【例3】 にお けるお祖母 さんの気づ きは、

他 のみんなを巻き込む フロア ・スライデ ィングへと発展す ることはなかった。お祖母 さん

一50一



が、再び登校 日の話 を してい るフロアへ と戻 り(696お 祖母 さん)1裕 次郎 も何の発話 も行

わなかったため、お祖 母さん と裕次郎が創ったフ ロアは、みんなが登校 日の話 を している

場面の フロアへ と戻 っていた。

【例4】 では、慎 太郎の発話2978「 今何時なんだい?」 をきっかけ として1み んなが時

間を確 認 し、家族全員で集合 しよ うとして、畳 の上 に置いてある飲食物を片づけ ようとし

てい る場面のフロアへ とス ライ ドして いる。2977遙 「う一ん。」までのフロアでは、そろ

ばん とコンピュー タの話がな されて いた。

2977垣

2978慎 太 郎

2979裕 次 郎

2880お 祖 母 さ ん

2881礼 子

2982裕 次 良n

2983お 祖 母 さ ん

2984遥

2985慎 太 郎

2986お 祖 母 さ ん

2987遥
a.. aお 祖 母 さ ん

2989お 祖 母 さ ん

【例41

2974礼 子:だ か らそろばんの人がい きな り今度 これ をさ、を させ られたってな
かなか さあ、

2975お 祖母 さん:入 んないよね 、

2976礼 子1手 が動 かないん じゃないや っぱ り、そればんで こ うやってたの をさ、
、帝1「

一
つ一 ん 。

今 何 時 な ん だ い?

ん?も う10時 に な る 、

え?

も う10時 に な る よ

=識 大変だ、お祖父さんちょっと起き

じ や あ1ぼ ち ぼ ち 、
、'一

ん 、 今 呼 ん で く る 、

ん 、

お 祖 父 さ ん ち ょ っ と 呼 ん で 、

2990筆 者:あ 、 ご ち そ う さ ま で し た 一 。(遥 が お 盆 や コ ップ を 片 づ け る の を 見

なが ら)
2991礼 子:は い 、0さ ま 一 、

2992裕 次 郎:眠 っ ち ゃ っ た ん じ ゃ な い の 、

2993お 祖 母 さ ん:え 、 寝 に 行 っ ち ゃ っ た か な 、

2978慎 太郎 「今何時なんだい?」 とい う発話は、表 面上全 く前後の脈略がないままに行

われ ている。 けれ ども、この発話 をきっかけと して、みんなが一斉に話 を止めて送 り火の

準備 を始めてい る。 「今何時 なんだい?」 とい う発 話の働 きの説明は、ターンのや り取 りや

現場の コンテキ ス ト(endogenouscontext)を 分析するだけでは判然 として こない。恐 らく、

10時 ぐらいになった ら1家 族全員で送 り火をや って解 散 しよ うとい うような打ち合 わせが、

前々か ら行われていたので あろ う。いずれ に しろ、「今何時なんだい?」 とい う発話 を適切

1
'
一 に解釈 するためには、会話 の外 、つ ま り、現場で行われている発話 の連鎖の外の コンテ キ

ス トを 参 照 す る 必 要 が あ る 。`実 際 、 食 べ 物 を 片 づ け た 後 、 送 り火 が 行 わ れ て こ の 集 ま りは

解 散 と な っ た 。慎 太 郎 の 発 話(2978慎 太 郎)に 、裕 次 郎(2979)、 礼 子(2981)、 お 祖 母 さ ん(2983)、

遙(2984)が 反 応 し、慎 太 郎 自 身 もみ ん な の 反 応 を 受 け て(2985慎 太 郎)、 フ ロ ア を ス ラ イ ド

さ せ て い る 。'

4.1.2.会 話者 を取 り巻 く 「モ ノ」

会話が行 われ てい る物理的 な環境 も、会話の コンテキス トとして機能す ることがある。
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どの ような会話 も1物 理的な環境 の中で行われ る。 けれ ども、環境 として存在す るだけで

な く、「モ ノ」が進行 中の会話の コンテキス トとなってい るのな ら、コンテキス ト化 のキュ

ー として、会話者 が他の会話者 に対 して表示 しな ければな らない。

【例5】 では、筆者、慎太 郎 と遙が、筆者が ビデオを使 うための コンセ ン トを探 してい

る ところ(発 話76慎 太郎か ら79筆 者 まで)に お祖 母 さんが加わ り、お祖母 さんが八畳間

の縁にある廊下 の縁(図1を 参照〕 に立った ところか らフロアがスライ ドしている。筆者

と慎太郎が、 コンセ ン トを探 してい る最中で、廊下の縁 に立 ったお祖母 さんが 「廊下」に

言及す ること(82お 祖母 さん 「廊 下張 るだけ じゃなかった」)に よりr「 廊下」は、進行中

の会話の コンテキス トとな ってい る。 更に、次の発話で慎太郎が 「何 、廊下張 りたいの、」

(83慎 太郎)と 言 うこ とで 「廊下」 の話 に応答 を行ってお り、両者 の間の交渉に よって1

「廊 下」がフ ロアの トピックとなっているn

【例51

76慎 太郎

77遥
78慎 太郎

79筆 者
80お 祖母 さん

な 、 な ん か コ ン セ ン トが ね 、
=コ ン セ ン ト、 こ こ に あ る 、

あ そ っ ち の 方 が 、

あ 、 ほ ん と?

こ っ ち の 方 が 、 近 い 、

81筆 者r=こ こ に あ る の?あ で も 、 近 い 方 が い い な 一 。 ち ょ っ と、 え 一 と、 ど

82お 祖母 さん
83慎 太郎

84お 祖母 さん
85筆 者
86お 祖母 さん

87慎 太郎
88お 祖母 さん

う な る か 分 か ん な い 。 や っ て み な い とね 一 、 お 借 り しま す.よ い し ょ。

廊下張るだけ じ なかった お 母 さんが の に立 ちなが ら
可 い の

託 る よい の

、 こ こ で 、

あ の 一 ね 、 う一 ん 、 細 い 石 、

削 っ た の?

そ う じゃ な く て1細 い 石 を ね 、

次 の 【例6】 でも、コンセ ン トを探 してい る途 中で、慎太郎 が 「何、削ったのかよ廊 下

よ一 」と言って 「廊下」を会話 のコンテキス トとして発話 を始 めている(255慎 太郎)。 慎

太郎一家は、お祖 母さんや裕 次郎一家 とは離れ て暮 らしているため、慎太郎や礼子 が、ぴ

かぴかになっている山田家の廊下を見たのは、 この ときが始 めてであった。

この例では、慎太郎の発話{225慎 太郎)に お祖母 さんの発話(226お 祖母 さん)が 続 くが、

慎太郎 は、「廊 下」とい うことぱをキューに して、トピックをシフ トさせ て 自分 自身の家の

話 を始 めてい る(231慎 太郎).更 に、後ろか ら近づいてきた妻の礼子が、慎太郎 が持 ち出

一_太 した 「自分 自身 の家」の話に加 わっている(233礼 子)。 会話の流れは、お祖母 さん と慎太

郎が していた山田家の廊下の話か ら、慎太郎 ・礼子夫婦の家の廊下の話へ とスライ ドして

いる。その後、お祖 母さんが山田家 自体の廊Fの 話 を数回 に渡って、再開 しよ うとした(237

お祖母 さん、249お 祖母 さん)。 しか し、そのとき仏壇に線香 を上げていた慎太郎が、仏壇

のろ うそ くの火 が消えた ことに言及 し(250慎 太郎)、 その後1ろ うそ くの火、風、座布 団1

ろ うそ くの火 、障子、と八畳問 にあるモ ノが次 々と言及 され、コンテキス ト化 されて いるO

「常磐の うち」は、お祖母 さんの実家であ る。 フロアをスライ ドさせて いる発話 には二重

線 を、現在 のフ ロアか ら離れ て新 しい フロアを創 り始めてい る発話 には、波線 を引いた。
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【例61

225慎 太 郎:何 、 削 っ た の か よ 廊 下 よ 一一、

226お 祖 母 さ ん:ワ め9そ っ じ ゃ な く て ね 、

227慎 太 郎1も っ こ ん な さ れ い に な っ た の?

228お 祖 母 さ ん:そ っ で し ょ っ 、 の た こ、 吊 の う ち へ ね?

229慎 太 郎:う 一 ん 、

230お 祖 母 さ ん1う 一 ん と 、 お 正 月 に 行 っ た と き か し ら 、

231慎 太 郎:う ち だ っ て 、 や っ て も ら お うか 、 ニ ス 塗 っ た の か 、

232お 祖 母 さ ん:え?

233礼 子:い や 、 違 三Lさ う ち に あ る の 小 屋一堕 、 シ ンナ ー 違 う、
234慎 太 郎:え?

235礼 子:シ ン ナ ー 違 う も ん 、

236遥:シ ン ナ ー な ら 大 丈 夫 だ っ た で し ょ。

237お 祖 母 さ ん:あ の ね 、

238礼 子:天 衙 、 も う あ の うち な ん か と。

239慎 太 郎:い や 、 平 気 だ よ。

240お 祖 母 さ ん:ど うや っ て 、

241礼 子:い や 、 あ の 違 うん な ん だ っ て 、 他 、

242慎 太 郎:松 か1

2妃 礼 子:う ん 、 柔 ら か い もん 、 う ち な ん か だ っ て ほ ら も う、 塗 っ て あ る 、

244お 祖 母 さ ん://お 宅 の は 塗 っ て

あ る で し ょ 、 も う 、

245礼 子:塗 っ て あ る だ け で 、 そ れ は も うで も全 部 は げ ち ゃ っ た0

246勇 介:塗 っ て あ る っ て 、 て め 一 、 で 、

247裕 次 郎:そ うな ん だ 。

248勇 介:そ 。

249お 祖 母 さ ん:は げ ち ゃ っ た ら 、 塗 り直 した ら い い の 、一

け 、 こ れ 、 松 の 、10板 で し ょ ウそ れ で 一 、

250慎 太 郎:_、rl、 兄 や っ こよ 、 っ、

251お 祖 母 さ ん:風 が 一 、 あ っ た 、 あ 一 、 あ ん た の 座 布 団 が な か っ た 。

252慎 太 郎:い い よ い い 。

253お 祖 母 さ ん:い 、 向 こ うの 持 っ て き て 、

254慎 太 郎1う ん うん 、

255お 祖 母 さ ん:え っ と そ っ ち 側 に あ る か ら さ 、(1.o)で 、 こ の 座 布 団 で ね1

256勇 介:ま た 溶 け ち ま っ た 、 火 が 消 え ち ま う。

257お 祖 母 さ ん:開 け な い と、 や っ ぱ り 、(1.0)暑 い で し ょ 一?(2 .0)風 が 、 来 な い と 、

258礼 子:暑 い 、

259お 祖 母 さ ん:暑 い よ 、

260礼 子:う ん 。

261筆 者:あ 、 ど う も す い ませ 一 ん 、ち ょ っ と 匿 い と い て くだ さ い 、ち ょ っ と、

(テ ー プ レ コ ー ダ ー を 気 に して)`
262お 祖 母 さ ん 二あ1そ こ の ほ ら、 障 子 を ち ょ っ と 、

263慎 太 郎://あ 、 障 子 は 今 そ こ だ け だ よ な 、 そ こ だ け に

して 、

【例6】 を見 ると、進行 中の会話にお ける 「モ ノ」が、次々 と言及 されて、コンテキス

ト化 されてい く過程が よく分かる。

次の 【例7】 は、送 り火 をする ときに線香を上げるための火 を、丸めてある新聞紙 を使

って起 こす準備 が整 ってい るとい う話がな され ている場面のフロアであった。や は り、会

話 の現場 にあった 「モ ノ」が、 コンテ キス トとして機能 している。 ところが、会話 の流れ

の中で、礼子が 「昔そんな もの(e火 を起 こした もの、筆者注)川 に流 したんだけ ど、今

は川 なんか流せ ないだ ろ うねえ。」(1869礼 子)と い う発話 を行って、その礼子の発話 に慎
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太郎が応答 した ところか ら(1870慎 太郎)1フ ロアが スライ ドし始め る。向かい合 うよ う

に して座 っていた礼子 と慎太郎が(図2を 参照)、 お祖母 さんの発話 から離れ て、二人で フ

ロアを創 り始め る。 けれ ども、お祖母 さん は、二人の発話 のや り取 りに 自分の発話 を挿入

して、自分の話 を続 けよ うと試 みている。【例71に お けるお祖母 さんの発話 を観察す る と、

自分が話 したい ことを トピ ックに しよ うとして も、相 手か らの何 らかの反応がなけれ ば、

トピ ックは トピック として成立 しないこ とが よく分かる。

村上 ・熊取谷(1995)は 、「トピック」を 「話 し手 と聞き手 のや り取 りか らな る発話 のひ と

まとま りの中で、言及の対象 となっている、ある特定の事柄」と定義 しているD本 研究は、

村上 ・熊 取谷(1995)の 定義 を採 り入れ る。この定義が特に重要で あるのは、トピックは、「話

し手 と聞き手のや り取 り」の 中で 「言及の対象 となってい る」 とい う点である。言い換 え

れば、会話音 聞の交渉 によって、 トピックが決まる。 話 し手だけが聞 き手の反応 を待つ こ

とな く話を しているよ うな場合 には、会話の トピックは定まっていない。 話 し手が話 し始

めた事柄に対 して、聞 き手が何 らかの応答 をした ときに、や り取 りの トピックが決ま るの

であ る。 以下の 【例7】 では、フロアがス ライ ドした ときの礼子 と慎太郎 の発話には二重

線 を、二人のフロア に入 り込 もうとしてい るお祖母 さんの発話 には、波線 を引いた。

【例7】

1824お 祖 母 さ ん

1825遥

t826礼 子

佃27裕 次 郎

1828遥

1$29慎 太 郎

1830遥

1831お 祖 母 さ ん

1832慎 太 郎

1833お 祖 母 さ ん

1834遥

1835お 祖 母 さ ん

1836お 祖 母 さ ん

1837裕 次 郎

1864お 祖 母 さ ん

18fi5者

:..お 祖 母 さ ん

i867筆 者

1868お 祖 母 さ ん

:.'礼 子

(略)

あ 一 足 が 痛 く な っ た 、(座 り直 しな が ら)

は 一 。

け 一 。

じ い さ ん 出 て こ な い の?

お 祖 父 さ ん は ね 、
=送 り火 の と き に は 、 来 る だ ろ?

は い?

う、 うん 。

//送 る と き は 。

う 、 うん 、 送 る と き は1ち ゃ ん と 、

は 一 。

出 て く る 。

も う ち ゃ ん と 、 す っ か り用 意 して あ る の 。

そ うそ う 、 早 々 と。

新聞紙 が丸 めてあ るで しょ?(筆 者 に向か って)
あれ火つ けんの?

あれ燃や して、(笑 いながら)

うん。

線香 、つけて、
昔そん なもの川 に流 したんだけ ど、今 は川なんか流せ ないだろ うね

え.。

1870慎 太 郎[丁 万 一 そ うだ ろ ゴ ミに な っ ち ま うか ら な あ 。

187t礼 子:そ ん なrl可だ か ら ね 、 言]、

1872お 祖 母 さ ん:熱 _≧ さ_こ_孟 史 一竺L_± 遡 散 歩 し て た ら 担ユ_

1873礼 子:あ で も 、 や っ て る よ ほ ら 、 灯 籠 流 し な ん て み ん な や っ て る か ら 平 気

なん じやな い?
1874お 祖 母 さ ん

1$75慎 太 郎

1876お 祖 母 さ ん

1877礼 子

1878慎 太 郎

//あ の 一 、7月 の 一 、

あれ は回収す るんだ よまたa

－
え?回収すんのか、
一
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1879お 祖 母 さ ん:あ の 一 、 や る 人 が あ っ た の ね?

::f礼 子:う 一 ん 。

礼 子 と慎 太 郎 が 二 人 で 創 っ て い た フ ロ ア が 、 「灯 籠 を 水 に 流 し て も 、後 で 回 収 す る か ら ゴ

ミ に は な ら な い 」 と い う こ と に な り 、 慎 太 郎 が 「う一 ん 。」(1878慎 太 郎)と 言 う。 そ の 後

で 、 お 祖 母 さ ん が 前 の 自分 の 発 話 「お 盆 を 、」(1876お 祖 母 さ ん)に 続 け て 、 「あ の 一 、 や

る 人 が あ っ た の ね?」(1879お 祖 母 さ ん)と 言 っ て い る 、

こ の お 祖 母 さ ん の 発 話(1879お 祖 母 さん 〕 は 、 礼 子 の バ ッ ク チ ャ ネ ル(1880礼 子)を 得

て 、 再 び フ ロ ア が ス ラ イ ド し始 め る(【 例8D。 フ ロ ア が ス ラ イ ドす る き っ か け と な っ た 発

話 に は 、 二 重 線 を 引 い た 。

【例8】

1877糺 子

惜78慎 太 郎

1879お 祖 母 さ ん

::1礼 子
....お 祖 母 さ ん

え?回 収 す ん の か1

う一 ん 。

あ の 一 、 や る 人 が あ っ た の ね?

つ一一ん.

の ユ 母 さ ん'こ ん な に 早 く ど っ か 行 っ た ら こ の 辺 り な ん

....礼 子

::慎 太 郎

1884礼 子

::お 祖 母 さ ん

で か 一 っ て 育 つ こ い え お の に 打 つ こ で

、_お っ て 。

ん__、

言 じね え ん だ よ 。

迫 れ も し ょか っ た よ 。

だ か ら 、 あ の 一 、 町 の 一 中 に 住 ん で た 人 な ん じゃ な い の 、 こ っ ち へ

引 っ 越 して ㌔ てu、 っ ぱ り だ か らそ の_ん_、

1886慎太郎:〒 一====一====
1887礼 子
...
...礼 子

::'お 祖 母 さ ん

:'i礼 子

1891慎 太 郎

1892お 祖 母 さ ん

や っ て ん だ よ ね6

境1に 流 し に 行 っ た ん じゃ な い の か ね?

は 一 。

ほ 一 。

二 公 団 住 宅 の 、

//う 一 ん 、

お 祖 母 さ ん の 発 話(1879お 祖 母 さ ん)は 、 礼 子 の バ ッ ク チ ャ ネ ル....1礼 子)や 慎 太 郎

の 応 答(..慎 太 郎 「信 じね え ん だ よ。」)を 得 て 、参 加 者 枠 組 み と トピ ック の 両 方 が 変 化

し 、 フ ロ ア そ の も の も ス ラ イ ドして い る6「 境 川 」 は 、 山 田 家 の 近 所 を 流 れ て い る 小 さ な 川

で あ る 。 お 祖 母 さ ん の 発 話(....お 祖 母 さ ん)「 だ か ら一 、 あ の 一 、 町 の 一 中 に 住 ん で た

人 な ん じ ゃ な い の 、 こ っ ち へ 引 っ 越 して き て もや っ ぱ り だ か らそ の ま ん ま 、」 を 、 礼 子 の 発

、 話(1888「 や っ て ん だ よ ね 。」)が 、 共 同 構 築(co-constructHHayashiandMori,1998)し て い る

こ と か ら も 、 お 祖 母 さ ん が 自 分 の 話 を ト ピ ッ ク と し て 成 立 さ せ 、 フ ロア ・ス ライ デ ィ ン グ

を 成 功 させ て い る こ と が 分 か るn

5.終 わ りに

多人数 参加者 による会話 の管理 を分析 した結果、参加者の間で さまざまな交渉が行 われ

ている ことが観察 された。そ して、交渉の結果 として、 フロアは徐 々にスライ ドしてい く

ことが分かった。 フロア ・スライデ ィングを分析 してい くためには、発話 と発話 の連鎖 を
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細 か く見てい くことが必要 である。 けれ ども、発話 の連鎖が織 りな してい くコンテキス ト

(endogenouscontext)や 会話の現場にあった 「モ ノ」な どの現場的 なコンテキス トだけでな

く、「離れたテ キス ト」の よ うなテキ ス トとテキス トの聞の関係(intertextualrelations)も 、

コンテ キス トと して考察 して いかな ければな らない。すべてのテキス トは、他のテ キス ト

との関係にお いて初 めて意味 をなす イン ターテ キス ト(intertext)であるとい う視点(Hanks,

2000)も 、今後 の談話分析において、 さまざまな発見を もた らす可能性があ る。

本研 究では、 フロアを トピック と参加者枠組み とい う2つ の要因の交渉か らなる場 と定

義 して、フロア ・ス ライデ ィングとい う観点か ら多人数会話 を観察 してきたo一 つ の発見

は、何 らかの形式 として分析 され る傾 向にあった コンテキス ト化のキューを、コンテキス

ト化の過程、 スライデ ィン グの過程 として捉 え直 し、分析 していくことの意義である。

今後の課題 は、フロアをスライ ドさせ る原因は何 か、を探究 してい くことで ある。 一つ

の可能性 と しては、「パ ワー」 とい う考 え方が挙げ られ る。Fairclaugh(1995:1)に よれ ば、

「パ ワー」は、(1)会話 にお ける参加者 の参加枠組みの不公平 さと1(2)あ る特定の社会文化

的な コンテ キス トにおいてテ キス トを形作 る能 力の不公平 さに起因す る0

いずれに しろ、家族の会話 は、コンテキス トが多層であ るため、テキス トの分析 も;さ

まざまな角度か ら行 ってい く必要が ある。 「家族 であること」が、家族 の会話 において どの

よ うに実践 され ているのか を突き とめてい くことが、今後の研 究課題 である。

注

1以 下
、本 研究 で用 い られ て い る人名 は、 すべ て 仮名 で ある。
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